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「リルケ『マルテの手記』より：
一行の詩のためには・・・」

　
今
年
の
夏
、
暑
さ
も
ひ
と
し
お
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
も
、
よ
う
や
く
の
こ
と
治
ま

り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
、こ
れ
ま
で
の
「
自

粛
」
を
と
り
も
ど
す
か
の
よ
う
に
、
今

年
は
お
祭
り
や
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト

が
再
開
し
て
い
ま
す
。
桐
生
の
夏
の
風

物
で
あ
る
「
桐
生
祭
り
」
も
、
三
年
ぶ

り
に
例
年
通
り
盛
大
に
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
と
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
現
在
大
川
美
術
館
で
は
、
企

画
展
「
20
世
紀
ア
ー
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

―
ベ
ン
・
シ
ャ
ー
ン
と
ア
メ
リ
カ
ン
・

シ
ー
ン
を
中
心
に
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。（
会
期
：
七
月
十
五
日
か
ら
九
月

一
〇
日
ま
で
）
も
と
よ
り
当
美
術
館
の

創
設
者
で
あ
り
初
代
館
長
の
大
川
栄
二

（
一
九
二
四
―
二
〇
〇
八
）
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
中
心
は
、
松
本
竣
介
を
中
心
と

し
た
日
本
の
近
代
、
現
代
の
絵
画
で
あ

り
、
現
在
で
は
七
五
〇
〇
点
を
超
え
る

作
品
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

日
本
と
の
同
時
代
的
な
関
連
か
ら
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
の
モ
ダ
ン
ア
ー
ト

の
作
品
も
約
六
〇
〇
点
を
所
蔵
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
美
術
の
歴

史
を
体
系
的
、
通
史
的
に
見
る
こ
と
を

目
的
に
し
た
も
の
で
は
な
く
、
大
川
栄

二
の
美
術
を
め
ぐ
る
感
性
、
知
性
、
思

想
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
が
、
そ
の
ま
ま
収
集
者
の

「
個
性
」
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、
モ
ダ
ン
ア
ー
ト

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
で
も
、
大
川

栄
二
が
そ
の
温
か
な
人
間
性
と
鋭
い
批

判
精
神
へ
の
共
感
か
ら
熱
心
に
収
集
し

た
ベ
ン
・
シ
ャ
ー
ン
（
一
八
九
八
―

一
九
六
九
）
の
作
品
を
多
数
ご
覧
い
た

だ
け
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
同
展
覧
会
と
併
せ
て
、「
小
さ

な
特
集
展
示
：
ね
こ
の
い
る
部
屋
」、
な

ら
び
に
浮
世
絵
版
画
か
ら
、近
代
の
「
自

画
、
自
刻
、
自
刷
」
の
創
作
版
画
、
そ

し
て
現
代
の
木
版
画
ま
で
を
集
め
た「
特

集
展
示
：
日
本
の
木
版
画
」
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
会
期
中
に
は
、
夏
休

み
と
い
う
こ
と
で
、
講
演
会
、
桐
生
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
木
版
画
体
験
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
学
芸
員
に
よ
る
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
等
の
イ
ベ
ン
ト
も
予

定
し
て
い
ま
す
。（
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、

当
美
術
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。）
こ
れ
に
よ
っ
て
当
美
術
館
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
幅
の
広
さ
と
深
さ
を

あ
ら
た
め
て
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

（
大
川
美
術
館
館
長
・
田
中
　
淳
）
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こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
東
京
審
判
所

か
ら
桐
生
税
務
署
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
小

池
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
任
の
中
山
と
同
様
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
当
署
管
内
は
、
周
囲
に
山
々
が
屏
風
状
に
連

な
り
、
渡
良
瀬
川
と
桐
生
川
が
流
れ
る
水
と
緑

に
恵
ま
れ
た
地
で
す
。
ま
た
、「
西
の
西
陣
、
東

の
桐
生
」
と
詠
わ
れ
た
往
時
の
織
物
産
業
の
繁

栄
を
今
に
伝
え
る
「
ノ
コ
ギ
リ
屋
根
の
織
物
工

場
」
や
「
土
蔵
作
り
の
店
舗
」
等
の
街
並
み
も

い
た
る
と
こ
ろ
に
残
っ
て
い
る
織
物
の
町
と
し

て
の
歴
史
と
伝
統
が
息
づ
く
地
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
地
で
勤
務
で
き
ま
す

こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
公
益
社
団
法
人
桐
生
法
人
会
の
皆
様
に
は
、

日
頃
よ
り
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
、
深
い
ご

理
解
と
格
別
の
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
よ
き
経
営
者
を

目
指
す
者
の
団
体
」
と
し
て
、
ま
た
、
税
の
良

き
理
解
者
と
し
て
幅
広
い
活
動
を
通
じ
て
会
員

の
皆
様
の
自
己
啓
発
や
納
税
意
識
の
高
揚
に
努

め
る
と
と
も
に
、
様
々
な
社
会
貢
献
活
動
を
通

じ
て
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
も
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
活
動
に
対
し
ま
し
て
深
く
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
大
変
心
強
く
感
じ
て
い
る
次
第
で
す
。

　
ま
た
、
貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
税
に
関

す
る
活
動
と
し
て
、
決
算
説
明
会
や
各
種
研
修

会
を
多
数
開
催
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
租
税
教
育

に
お
い
て
も
、
青
年
部
会
、
女
性
部
会
を
中
心
に
、

租
税
教
室
へ
の
講
師
派
遣
や
税
に
関
す
る
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
募
集
活
動
な
ど
、
様
々
な

法
人
会
活
動
を
通
じ
て
、
正
し
い
税
知
識
の
普

及
や
納
税
道
義
の
高
揚
に
多
大
な
ご
貢
献
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
小
学
校
か
ら
税
に
つ
い

て
関
心
を
高
め
、
社
会
や
国
を
支
え
る
税
の
意

義
や
役
割
を
理
解
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な

こ
と
で
あ
り
、
税
務
行
政
に
携
わ
る
私
ど
も
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
大
変
心
強
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
10
月
１
日
か
ら
消
費
税
の
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
制
度
の
開
始
に

向
け
て
、
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
登
録
申

請
も
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
円
滑
な
導
入
に
向
け
て
、

事
業
者
の
皆
様
に
当
制
度
を
理
解
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
貴
会
の
皆
様
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
引
き
続
き
制
度
の
周
知
・
広
報
等
に
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
重
ね
て

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
公
益
社
団
法
人
桐
生
法
人
会
の
益
々

の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
並
び
に
事

業
の
ご
繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
着
任

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
定
年
を
迎
え
桐
生
税

務
署
長
を
最
後
に
退
職
し
、
関
東
信
越
国
税
局
総
務

部
厚
生
課
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
再
任
用
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
7
月
に
氏
家
税
務
署
長
か
ら
桐
生
税
務
署
に

着
任
し
、
津
久
井
会
長
を
は
じ
め
桐
生
法
人
会
の
皆
様

の
ご
支
援
を
頂
き
、
無
事
に
職
務
を
全
う
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
着
任
時
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ

り
ま
し
た
が
、ｅ

-

Ｔ
ａ
ｘ
・
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
等
の

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
か
さ
か
け
商
工
フ
ェ
ア
」

及
び
「
末
広
町
防
犯
防
災
イ
ベ
ン
ト
」
に
も
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
桐
生
市
や
み
ど
り

市
を
囲
む
山
々
か
ら
の
展
望
、
わ
た
ら
せ
渓
谷
鉄
道

か
ら
の
風
景
を
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
、
ひ
も
か
わ
う

ど
ん
や
ソ
ー
ス
か
つ
丼
な
ど
の
郷
土
料
理
も
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

環
境
の
下
で
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
桐
生
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
各
種
講
演
会

や
税
務
研
修
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
ま

し
て
、
正
し
い
税
知
識
の
普
及
と
納
税
道
義
の
高
揚

に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
と
り
わ
け
、
租
税
教
育
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、

並
々
な
ら
ぬ
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
女
性
部
会
を
中
心
に
「
税
に
関
す
る
絵

は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
私

も
全
て
の
作
品
を
拝
見
い
た
し
ま
し
た
が
、
絵
は
が

き
と
い
う
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
の
中
で
色
彩
や
構
成
な

ど
に
工
夫
を
凝
ら
し
、「
税
金
は
毎
日
の
生
活
の
中
で

ど
の
よ
う
に
役
立
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
、

伝
わ
り
や
す
く
鮮
明
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
、
大

変
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
各
小
学
校
か
ら
多
数
の
応
募

が
あ
り
、
実
施
し
て
い
た
だ
い
た
女
性
部
会
の
皆
様

に
は
感
謝
す
る
ば
か
り
で
す
。

　
ま
た
、
青
年
部
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
多
く
の

会
員
の
皆
様
に
租
税
教
室
の
講
師
を
務
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
租
税
教
室
へ
の
講
師
派
遣
」
は
、
次
代

を
担
う
児
童
に
税
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
上
で
、
非
常
に
意
義
深
い
も
の
で
あ
り
、

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
で
は
租
税
教
室

体
験
に
触
れ
る
作
文
も
多
く
、
未
来
へ
と
繋
い
で
い

た
だ
い
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
青
年
部
会
の

皆
様
方
の
活
動
は
、
そ
の
ご
尽
力
に
対
し
ま
し
て
感

謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
経
済
・
金
融
情
勢
に
関
し
ま
し
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
5
類
移
行
等
を
も
っ
て
、
景

気
の
緩
や
か
な
回
復
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
展
開
や
資
源
価
格
の
動

向
な
ど
、
先
行
き
不
透
明
な
部
分
も
あ
り
、
企
業
経

営
に
つ
い
て
も
何
か
と
難
し
い
判
断
を
迫
ら
れ
、
御

苦
労
が
絶
え
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
桐
生
法
人
会
が
津
久
井
会
長
を
中
心
と
し
て
、

難
局
を
乗
り
越
え
、
更
な
る
発
展
を
遂
げ
ら
れ
る
こ

と
を
心
よ
り
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
公
益
社
団
法
人
桐
生
法
人
会
の
益
々
の

ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
私
の
離
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

着
任
の
ご
挨
拶

桐
生
税
務
署
長

小
池

　一
美

　

離
任
の
ご
挨
拶

前
桐
生
税
務
署
長

中
山

　治
美

－  ２  －－  ２  －



－  ３  －

定  時  総  会

　桐
生
法
人
会
の
第
十
一
回
定
時
総
会

が
五
月
十
七
日
午
後
二
時
よ
り
、
桐
生

商
工
会
議
所
「
ケ
ー
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
」

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
令
和
四
年
度
収

支
決
算
報
告
が
審
議
さ
れ
承
認
可
決
さ

れ
た
ほ
か
、
令
和
四
年
度
事
業
報
告
並

び
に
令
和
五
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
書
が
報
告
さ
れ
た
。

　▽
第
一
部【
優
良
経
理
担
当
者
表
彰
】

桐
生
信
用
金
庫

　長
野
祐
子
様

　（勤
続

十
五
年
）、
群
馬
電
機
株
式
会
社

　島
宮

喜
代
様
（
勤
続
十
二
年
）、
群
馬
電
機
株

式
会
社

　真
庭
初
恵
様
（
勤
続
十
一
年
）、

株
式
会
社
矢
野
テ
ッ
ク

　遠
藤
聖
子
様

（
勤
続
八
年
）、
有
限
会
社
桐
栄
オ
ー
ト

サ
ー
ビ
ス

　星
野
珠
末
様
（
勤
続
八
年
）、

桐
生
建
設
株
式
会
社

　加
藤
早
織
様
（
勤

続
五
年
）、
株
式
会
社
矢
野

　須
永
美
咲

様
（
勤
続
五
年
）
に
対
し
、
表
彰
状
と

記
念
品
を
津
久
井
会
長
か
ら
贈
呈
さ

れ
た
。

　▽
第
二
部
【
定
時
総
会
】
　

　津
久
井
真
澄
会
長
の
挨
拶
に
続
き

司
会
の
阿
部
事
務
局
長
に
よ
り
総
会
出

席
者
（
委
任
状
含
め
）
の
報
告
を
行
い
、

定
款
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
津
久

井
会
長
が
議
長
と
な
り
議
事
録
署
名
人

と
し
て
桑
原
志
郎
理
事
並
び
に
柳
明
彦

理
事
を
指
名
し
議
事
に
入
る
。

第
一
号
議
案

　令
和
四
年
度
収
支
決
算

報
告
承
認
の
件

　議
長
の
指
名
に
よ
り

向
田
靖
財
務
副
委
員
長
よ
り
説
明
並
び

に
小
島
利
夫
監
事
よ
り
監
査
報
告
が
あ

り
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
。

第
二
号
議
案

　役
員
改
選
に
伴
う
理
事
・

監
事
・
承
認
の
件

　議
長
の
指
名
に
よ

り
小
倉
康
宏
役
員
選
考
委
員
長
に
よ
り

説
明
し
理
事
候
補
者
三
十
名
、
監
事
候

補
者
二
名
を
一
名
づ
つ
賛
否
を
問
い
、

候
補
者
全
員
を
原
案
ど
お
り
承
認
可

決
。

報
告
事
項
一  

令
和
四
年
度
事
業
報

事
務
局
よ
り
説
明
し
、
原
案
ど
お
り

承
認
。

報
告
事
項
二  

令
和
五
年
度
事
業
計
画

　

事
務
局
よ
り
説
明
し
、
原
案
ど
お
り

承
認
。

報
告
事
項
三  

令
和
五
年
度
収
支
予
算
及

び
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み

　事
務
局
よ
り
説
明
し
原
案
ど
お
り
承

認
。
以
上
で
定
時
総
会
を
閉
会
し
、
直

ち
に
選
任
さ
れ
た
理
事
・
監
事
に
よ
る

理
事
会
を
開
催
、
正
副
会
長
の
選
定
を

行
い
会
長
に
津
久
井
真
澄
氏
を
再
任
。

続
い
て
顧
問
・
相
談
役
・
参
与
・
委
員

長
の
選
任
を
行
い
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
た
。

　▽
第
三
部【
記
念
講
演
会
】
　

　神
田
外
語
大
学
教
授

　興
梠
一
郎
氏

が
「
い
ま
中
国
で
何
が
起
き
て
い
る
の

第
十
一
回

　定
時
総
会

優
良
経
理
担
当
者
表
彰

優良経理担当者表彰受賞者講演会講師：興梠一郎氏

か
？
〜
習
近
平
体
制
を
読
み
解
く
〜
」

と
題
し
て
記
念
講
演
を
行
っ
た
。

　定
時
総
会
資
料
は
桐
生
法
人
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
情
報
公
開
資
料
と
し
て
開

示
し
て
お
り
ま
す
。



公益社団法人　桐生法人会　役員名簿
（令和 5年 5月 17 日～令和 7年 5月）

（順不同・敬称略）

会　  長
副 会 長
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

理　  事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監　  事
〃

顧　  問
〃
〃
〃

相 談 役
〃
〃
〃

参　  与
〃
〃
〃

津久井真澄
小倉康宏
木村茂光
坂入　 勝
増田浩三
吉野雅比古
新井　 栄
篠原　 敏
山藤浩一
市川導宏
福田雅之
蛭間　 茂
須永博之
大橋利一
峰岸康雄
新井雄一
松島和代
桑原志郎
柳　 明彦
篠田　 一
飯塚荘一
金子　 督
北田勝義
岸本一也
須田　 昇
星野陽司
中山賀司
森　 末廣
鈴木章弘
大川弘志
小島利夫
鑓田　 実
小池一美
籾山和久
尾花克彦
阿部高久
岸田信克
能澤孝博
岩﨑研司
渡邊幸男
青木慶夫
赤木　 馨
阿左美博
天沼一夫

桐生信用金庫
小倉クラッチ㈱
赤城観光自動車㈱
㈱美喜仁
㈱増田コーポレーション
桐生建設㈱
㈲新井商事
新里設備工業㈱
㈱山藤組
㈱市川鉄工
東洋ポリーズ㈱
㈱蛭間木工所
㈱ダーウィン
㈲笠懸
㈲峰岸燃料店
アライ商会㈱
㈱三景
㈲クワテルニット
㈱ヤナギ
丸中㈱
㈱たつきち
㈲トーメン
㈱ミツバ
㈱山田製作所
須田運送㈱
星野物産㈱
㈱東和広告システム
㈱森エンジニアリング
㈲鈴直モータース
大川建設㈱
㈱トーケン
㈱矢野
桐生税務署長
桐生商工会議所会頭
関信越税理士会桐生支部長
桐生整染商事㈱
㈱近江屋書店
㈱オリエンタル
㈱岩崎
中部綜合開発㈱
㈱実慶
眞木産業㈱
㈱北関東機械工業
群馬天沼運輸㈱

参　  与
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

新井　 清
新井みゆき
石田成一
石埜　 茂
大西健太郎
大谷章喜
岡田哲夫
小倉武雄
加藤　 洋
金子光宏
川村徳佐
北澤直来
木村光一
小林克之
近藤雄一郎
齊藤啓一郎
坂田一彦
佐羽宏之
塩谷幸世
島田直樹
鈴木賢治
須藤広志
須永聡介
瀬谷　 源
髙梨靜江
立澤俊明
塚本　 貢
西村英朗
野沢八千万
野村　 篤
福田勝巳
藤掛和男
星野榮助
星野尚香
宮地由高
茂木理享
諸岡健一
柳川博達
養田　 隆
横塚榮三郎
吉田由美子
吉田栄佐
吉野勝博

新井商事㈲
㈱新宇商店
㈱石田製作所
㈱アイクルー
㈱大西ライト工業所
㈱足利銀行桐生ブロック
フジハツ工業㈱
㈲新和電機
㈱アズ
㈱キンケン石産
川村㈱
㈱両毛システムズ
㈲十一屋商店
㈱小林ダンボール
近藤酒造㈱
㈱シルク
㈱坂田興業
三立応用化工㈱　
太陽印刷工業㈱
㈱群馬銀行桐生支店
㈲ケミープランニング
㈱アシスト
㈱スナガ
㈲オートサービスセヤ
㈱たかせい
㈱アスパックス
塚本建設㈱
ウエスタン塗装㈱
㈱フライングガーデン
㈱野村建設工業
㈱福田造園
㈱トーワ
㈱トーチク
星野管工㈱
㈲青柳
㈱モギカバン店
モロオカ建設㈱
㈱やながわ
㈱マルキン
㈱サンコー電子
㈱桐生グランドホテル
㈱吉田組
㈱神田運送店

社　　　  名氏　名役　職 社　　　  名氏　名役　職

－  ４  －



専門委員会委員名簿
（令和 5年 5月 17 日～令和 7年 5月）

（順不同・敬称略）

担当副会長
委 員 長
副委員長
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
委　　員
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　

小 倉 康 宏
小 倉 康 宏
木 村 茂 光
坂 入 　 　 勝
増 田 浩 三
吉 野 雅 比 古
新 井 　 　 栄
篠 原 　 　 敏
山 藤 浩 一
市 川 導 宏
福 田 雅 之
蛭 間 　 　 茂
須 永 博 之
大 橋 利 一
峰 岸 康 雄
新 井 雄 一
松 島 和 代
桑 原 志 郎
柳 　 　 明 彦
篠 田 　 　 一
飯 塚 荘 一
金 子 　 　 督
北 田 勝 義
岸 本 一 也
須 田 　 　 昇
星 野 陽 司
中 山 賀 司
森 　 末 廣
鈴 木 章 弘
大 川 弘 志

【総務委員会】

担当副会長
委 員 長
副委員長
　 同 　
　 同 　
委 　 員
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　

増 田 浩 三
蛭 間 　 　 茂
野 村 　 　 篤
新 井 み ゆ き
松 島 和 代
森 田 敏 雄
齊 藤 啓 一 郎
塩 谷 幸 世
杉 戸 健 二
朝 倉 剛 太 郎
吉 田 由 美 子
木 村 友 紀
目 崎 克 行
渋 木 暁 大

【広報委員会】

担当副会長
委 員 長
副委員長
　 同 　
　 同 　
委 　 員
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　

木 村 茂 光
須 永 博 之
野 村 　 　 篤
新 井 み ゆ き
松 島 和 代
柳 川 博 達
坂 田 一 彦
加 藤 　 　 洋
新 見 直 広
養 田 達 人
木 村 友 紀
福 田 喜 代 子
栁 澤 　 　 彰
大 島 千 賀 子

【研修委員会】

担当副会長
委 員 長
副委員長
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
委 　 員

木 村 茂 光
飯 塚 荘 一
桑 原 志 郎
福 田 雅 之
鈴 木 章 弘
蛭 間 　 　 茂
須 永 博 之
中 山 賀 司
金 子 　 督
須 藤 広 志

【会員サービス委員会】
委 　 員
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　

峰 岸 　 勇
森 　 末 廣
鈴 木 章 弘
福 田 雅 之
前 原 直 之
萩 原 康 照
福 田 喜 代 子
坂 本 ひ ろ み
横 山 嘉 孝
関 口 礼 史

担当副会長
委 員 長
副委員長
　 同 　
　 同 　
委 　 員
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　

坂 入 　 　 勝
鈴 木 章 弘
野 村 　 　 篤
新 井 み ゆ き
松 島 和 代
永 井 正 之
前 原 直 之
塚 本 　 　 貢
中 山 賀 司
藤 生 直 哉
塚 本 隆 福
近 藤 祐 子
山 口 恵 美 子
大 武 ゆ か り
松 本 拓 海

【厚生委員会】

担当副会長
委 員 長
副委員長
　 同 　
　 同 　
　 同 　
委 　 員
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　

坂 入 　 　 勝
中 山 賀 司
市 川 導 宏
野 村 　 　 篤
新 井 み ゆ き
松 島 和 代
西 村 順 三
天 沼 一 夫
諸 岡 健 一
鈴 木 章 弘
佐 藤 　 　 努
近 藤 雄 一 郎
近 藤 祐 子
小 林 博 子
齋 藤 純 子
井 上 孝 之

【組織委員会】
担当副会長
委 員 長
副委員長
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
委 　 員
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　
　 同 　

吉 野 雅 比 古
福 田 雅 之
市 川 導 宏
大 橋 利 一
野 村 　 　 篤
新 井 み ゆ き
松 島 和 代
田 村 公 子
瀬 谷 　 　 源
星 野 陽 司
大 西 健 太 郎
岡 田 哲 夫
佐 羽 宏 之
鈴 木 賢 治
西 村 英 朗
新 井 雄 一
吉 田 由 美 子
髙 𣘺 由 美 子
佐 田 　 　 洋
松 井 孝 峰

【税制委員会】

担当副会長
委 員 長
副委員長
委 　 員
　 同 　

吉 野 雅 比 古
桑 原 志 郎
向 田 　 　 靖
野 村 　 　 篤
新 井 み ゆ き

【財務委員会】

－  ５  －



　青
年
部
会
は
、
五
月
二
十
九
日
桐
生

商
工
会
議
所
会
館
に
於
い
て
第
十
一
回

（
通
算
四
十
六
回
）
定
時
総
会
を
開
催

し
た
。

　総
会
で
は
、
西
村
部
会
長
を
議
長

に
令
和
四
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決

算
が
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
。

　任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
お

い
て
は
部
会
長
に
野
村

　篤
氏
が
選

任
さ
れ
た
。

　野
村
部
会
長
の
就
任
挨
拶
後
、
基
本

第
十
一
回

　群
馬
県
法
人
会
連
合
会

通

　常

　総

　会

　（一
社
）
群
馬
県
法
人
会
連
合
会
は
、

六
月
八
日
前
橋
商
工
会
議
所
に
お
い
て

第
十
一
回
通
常
総
会
を
開
催
し
、
関
東

信
越
国
税
局
課
税
第
二
部
長
を
は
じ
め

前
橋
税
務
署
長
他
の
来
賓
を
迎
え
、
県

内
各
法
人
会
よ
り
役
員
等
六
十
四
名
が

参
加
。
当
法
人
会
か
ら
は
津
久
井
会
長

他
六
名
が
参
加
し
た
。

　総
会
で
は
令
和
四
年
度
の
事
業
報

告
・
収
支
決
算
が
上
程
さ
れ
、
監
事

よ
り
監
査
報
告
後
、
原
案
通
り
承
認

可
決
さ
れ
た
。
役
員
改
選
で
は
新
役 群馬県法人会連合会　通常総会

青
年
部
会 

第
十
一
回 

（
通
算
四
十
六
回
）

　定 

時 

総 

会

本
会
受
賞
者

◆ 

全
国
法
人
会
総
連
合
功
労
者
表
彰

福田雅之 理事

篠原　敏 副会長

◆ 

群
馬
県
法
人
会
連
合
会
功
労
者
表
彰

新井雄一 理事

松島和代 理事

員
二
十
八
名
を
承
認
、
次
に
令
和
五

年
度
の
事
業
計
画
（
案
）・
収
支
予
算

（
案
）
の
報
告
が
あ
り
審
議
事
項
は
全

員
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

以
上
で
通
常
総
会
を
閉
会
し
、
直
ち
に

選
任
さ
れ
た
理
事
・
監
事
に
よ
る
理
事

会
が
開
催
さ
れ
、
会
長
に
齋
藤
一
雄
氏

（
前
橋
）
が
再
選
さ
れ
、
副
会
長
に

川
崎
信
行
氏
、
津
久
井
真
澄
氏
、
橋
本

公
章
氏
、
生
方
彰
氏
、
谷
田
川
敏
幸
氏
、

富
澤
博
邦
氏
、
廣
木
政
道
氏
、
櫻
井

芳
樹
氏
、
都
丸
正
樹
氏
の
九
名
・
専
務

理
事
に
町
田
修
一
氏
が
再
選
定
、
委
員

長
・
委
員
及
び
、
全
法
連
・
局
法
連
の

役
職
の
推
薦
及
び
青
連
協
・
女
連
協

担
当
副
会
長
の
選
任
を
行
っ
た
。

　ま
た
当
日
議
案
終
了
後
に
全
法
連

功
労
者
表
彰
十
五
名
、
県
法
連
功
労

者
表
彰
二
十
一
名
、
県
法
連
会
長
表

彰
一
名
、
福
利
厚
生
制
度
表
彰
十
四

名
が
受
賞
。
そ
の
後
来
賓
の
祝
辞
を

い
た
だ
き
、
来
賓
紹
介
・
祝
電
披
露

を
行
い
、
総
会
の
す
べ
て
の
事
業
を

終
了
し
た
。

　

定　時　総　会

方
針
が
述
べ
ら
れ
続
い
て
令
和
五
年
度

事
業
計
画
（
案
）
の
発
表
、
各
委
員
長

よ
り
委
員
会
方
針
の
発
表
が
行
わ
れ

た
。
最
後
に
会
計
収
支
予
算
（
案
）
が

提
出
さ
れ
承
認
を
得
て
、
議
案
審
議
を

無
事
終
了
し
た
。

　総
会
終
了
後
、
部
会
規
約
に
よ
り
卒

業
と
な
る
七
名
の
う
ち
出
席
し
た
飯
塚

荘
一
氏
、
尾
花
靖
雄
氏
、
小
林
信
昭
氏
、

久
保
田
俊
雄
氏
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
花
束
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　令
和
五
年
度
卒
業
者

飯
塚
荘
一
氏
、
尾
花
靖
雄
氏
、
小
林

信
昭
氏
、
久
保
田
俊
雄
氏
、
福
田
勝

巳
氏
、
新
島
健
介
氏
、
髙
松
和
宏
氏

　な
お
、
令
和
四
年
度
に
実
施
し
た
租

税
教
室
講
師
に
対
し
マ
イ
ス
タ
ー
バ
ッ
ジ

が
贈
呈
さ
れ
た
。

－  ６  －



みやま園タオル寄贈

　
女
性
部
会
は
、
五
月
十
日
に
桐
生
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
第
十
一
回
（
通
算

三
十
六
回
）
定
時
総
会
を
開
催
し
た
。

　
総
会
で
は
中
山
治
美
税
務
署
長
他
来

賓
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
松
島
部
会
長
を
議

長
に
議
事
に
入
り
同
日
全
議
案
が
承
認

可
決
さ
れ
た
。

　
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
に
お
い

て
は
、
部
会
長
に
新
井
み
ゆ
き
氏
が

選
任
さ
れ
た
。
副
部
会
長
に
吉
田
由
美

子
氏
、
木
村
友
紀
氏
、
近
藤
祐
子
氏
、

福
田
喜
代
子
氏
が
再
選
、
新
規
に
高
𣘺

由
美
子
氏
が
副
部
会
長
に
選
任
さ
れ
た
。

議
案
書
内
容
は
以
下
の
通
り
。

　
第
一
号
議
案

　令
和
四
年
度
事
業

報
告
承
認
の
件

　
第
二
号
議
案

　令
和
四
年
度
会
計

収
支
決
算
承
認
の
件

収
入
の
部

一
、会
費
収
入 

2
3
0
，4
0
0
円

二
、事
業
活
動
収
入 

1
，4
0
7
，0
9
9
円

三
、雑
収
入 

1
4
円

支
出
の
部

一
、事
業
費 

1
，3
3
5
，3
5
3
円

二
、会
議
費 

1
6
6
，0
0
0
円

三
、管
理
費 

1
3
6
，1
6
0
円

女
性
部
会 

第
十
一
回 

（
通
算
三
十
六
回
）

　定 

時 

総 

会

　
七
月
十
三
日
　
新
井
部
会
長
他
五
名

が
桐
生
み
や
ま
園
を
訪
れ
、
タ
オ
ル
二

百
三
十
一
本
を
贈
呈
し
た
。
　
　
　
　

　
こ
れ
は
社
会
貢
献
活
動
事
業
の
一
環

と
し
て
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
毎
年
女

性
部
会
員
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
カ
レ
ン
ダ

ー
と
タ
オ
ル
を
、
年
二
回
に
わ
た
り
桐

生
み
や
ま
園
に
贈
呈
し
て
お
り
、
今
回

は
タ
オ
ル
を
持
参
し
た
。
累
計
で
は
約

四
千
五
百
九
十
六
本
に
達
し
、
同
園
で

役
立
た
れ
て
い
る
。

社 

会 

貢 

献 

活 

動

社 

会 

貢 

献 

活 

動

　
第
三
号
議
案

　任
期
満
了
に
よ
る

役
員
改
選
の
件

　第
四
号
議
案

　令
和
五
年
度
事
業

計
画
（
案
）
承
認
の
件

　第
五
号
議
案

　令
和
五
年
度
会
計

収
支
予
算
（
案
）
承
認
の
件

－  ７  －

令和5年7月10日現在

発　令　事　項

異　　動　　前 異　　動　　後

氏　　名 前　任　官　署氏　　名

署　　　　   長 局 厚生課
カウンセラー

日立署
総務課長

局 課税第一部
機動課
総括主査

栃木署
法人課税第一部門
上席

上田署
個人課税第二部門
統括官

沼田署
個人課税部門
統括官

局 調査査察部
査察部門
主査

中山　治美

赤津　佳洋

須田　延夫

大場　康弘 石崎　美樹

総　務　課　長

個　人　課　税
第　二　部　門
統括国税調査官

法　人　課　税
第　一　部　門
総括上席調査官

東京国税不服審判所
審判第一部
審判官

小池　一美

石田　　洋

長谷川幸男

桐生税務署定期異動に係る職員転出入の状況



地域社会貢献団体等支援事業地域社会貢献団体等支援事業

地域社会貢献活動に熱心に取組んでいる桐生市・みどり市地域内の公益法人やＮＰＯ法人等の各種団体の
方々を応援する「地域社会貢献団体等支援事業」は公募・選考の結果、令和５年度は次の８団体に交付決定
いたしました。

団体名 代表者 対象事業

（一社）日本善行会　桐生・みどり支部

とまり木

きりゅう女性協議会

Webタイムス笠懸

あいおい子ども食堂実行委員会

MASHUP（まっしゅあっぷ）

（一社）ローズヴィレッジ

善行者表彰及びその活動

放課後の居場所づくり（とまり木食事会）

いくつになっても生き生きと活動がしたい････みんなの為に

笠懸町を中心にみどり市の情報発信

子ども食堂

Mash Up Fes（マッシュアップフェス）

子ども食堂、学習支援、ヤングケアラー支援事業

横須賀邦一

山同　善子

武井由紀子

武田　　勝

丹羽　政文

宮坂あつこ

青木　貴子

（受付順）

　

インターネットセミナーをご活用下さい。
桐生法人会ホームページ ［kiryu-houjinkai.jp］ から無料で視聴できます。

ここをクリック！！

〈インターネットセミナー　ページ〉

 ID・パスワードは　会員 ID：hj0815
                   　　　パスワード：1211

桐生法人会では、会社や自宅にいながらインターネットでセミナーが受講できる「セミナーオンデマンドサービス」の提供を
行っています。
一流の講師陣による経営や財務はもちろん、経済やライフスタイル等の内容の１００タイトルを超えるセミナーを桐生法人会
ホームページのバナーをクリックするだけで無料にて何時でもお好きな時にご視聴いただけます。

近藤　圭子（一社）きりゅう市民活動推進ネットワーク
SDGs未来都市「ゆっくリズムのまち桐生」あつまれSDGs！

2023～みんなで育てるSDGs未来ツリー～

－  ８  －



公益社団法人桐生法人会

女 性 部 会 青 年 部 会
部会員を募集しています。

事 務 局 〒376-0023
桐生市錦町３丁目１番25号
TEL 0277-45-1211　FAX 0277-45-1215

　社会や企業における女性の役割はます
ます大きなものになっています。 
　女性部会では、女性経営者から従業員
まで、幅広い女性のグループが多様な
活動を行っています。 
　地域社会貢献活動においては、きめ
細かさや優しさが皆さんの好感を得て、
法人会活動に貢献しています。

部会長：新井みゆき
会　員：69 名
年会費：3,600円

　企業にとって、時代を担う後継者の育成
は大きな課題です。 
　青年部会では、若手経営者が将来に向け
て飛躍するための研修会や多彩な行事を
開催しています。 
　社会貢献活動・租税教育活動においては、
その企画力や行動力が大きな役割を果たし
ております。

部会長：野村　篤
会　員：117 名
年会費：6,000円

－  ９  －



－  10  －

群馬支社/

TEL 027-223-5260

群馬支店/

TEL 027-223-5771


